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（3）あなたが現在の学生にアドバイスをするとし

たら，次のような大学時代の学習や経験をどの程

度すすめますか。 

 

総合科学部 

・サークルに参加していなくても，定期的な集ま

りがあるような会には参加して，自分の居場所

を大学内に持つことが，自分の大学生活の支え

になりました。 

・まとまった時間がとれ，しがらみが比較的少な

い貴重な日々だと感じます。後から考えると馬

鹿みたいなことや，不思議なこと，がむしゃら

だったな，と思うこと。どんなことや思い出も

今の糧に繋がります。人に迷惑をかけないこと

は大切ですが，思い切って，やりたいと感じた

ことに，是非踏み出して欲しいと思います。 

・よく学び，よく遊び，善く動く。が人生で肝心だ

と思います。学業の大切さは卒業してから気付

きます。勉強のできる環境に感謝して楽しい学

生生活を送ってください。 

・大学での授業の内容が社会で直接役立つことは

ほぼないので，調べ方や関わり方など目的の為

への手段を増やす事が必要かと思います。その

ためにいろいろな分野に足を踏み入れる事が将

来の方向性を決める時のきっかけになるかもし

れません。 

・現在労務を担当していますが，大学では給与計

算のことも社会保険の手続きも勉強できません。

ただ，サークルやアルバイト等でいろいろな人

と関わった経験は，人事課としてとても役立っ

てます。 

・時代も生き方も刻々と変化しているので，現時

点での能力よりも成長し続けることが大切です。

就職しても，起業をしても，常に変化が求めら

れる。自分の軸をもって生きる。ありたい姿を

念頭に生きる，早くから始められると幸せだと

思います。 

 

文学部 

・広島大学を卒業した，ということそのものが，

現在の私にとって，とてもプラスになっていま

す。同窓会（千田塾）が充実していたり，職場で

の人事異動の際に広島大学出身であることでア

イスブレイクできたりと，卒業後こそ，広島大

学との繋がりを意識する機会が多くなっていま

す。 

・コミュニケーション能力は大学時代の友人関係，

アルバイト，教授（社会人）との対話で醸成され

ると思います。 

・多様な学部の生徒，いろいろな立場の大人とで

きるだけ出会い，刺激をたくさん受けること。 

・サークル活動でもアルバイトでも，自分の所属

先をなるべく増やすことをすすめます 

・文学や美術など，一見社会生活に関係なく思え

とうことの
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は言えませんが（専門とは関係ない仕事につい

たため），大学で学んだ過去があるからこそ，今

の自分があると思います。経験することに何 1

つ無駄なことはありません！ 

 

教育学部 

・さまざまなアルバイトをしたり，いろんな人と

のつながりをもったりした方が，自分の世界観

が広がってよい。 

・友だち関係も大事にしつつ，自分の芯をしっか

りともつことが大切だと思います。私自身，も

っと本を読んだり，研修等に参加したりしたら

よかったと後悔しています。自由につかえる時

間が多いので，今しかできないこと，将来に繋

がることの両方を大切にしてください。今，コ

ロナ禍で大変ですが，読書をしたり，テレビ電

話，リモート研修など，できることはたくさん

あると思います。学生時代のこの経験は，きっ

と社会でいきるはずです。頑張れ，広大生! 

・とりあえず将来を見据えて学んだ方が良い。将

来が決まってないなら学べることは全て学んで

おけば，自分の気づかないうちに役に立つこと

もある。 

・情報系の知識が不足していると痛感した。就職

してからすぐ必要になる実務能力を，身につけ

るまではいかなくとも，知っておきたかった。 

・勉強だけをしていればいい期間は学生時代まで。

その期間にアルバイトで時間を売るのは勿体無

いので，とにかく勉強にあてるべき。加えて，交

友関係は財産でもあるので，勉学同等に大切に

してほしい。 

・実際何が役に立つかは社会に出てみないと分か

らないので，やりたいと思ったことをすすんで

やってみるのが良いと思います。 

・学生生活はあっという間です。ですが，社会人

には無いある程度の自由な時間はあります。今

のうちに自ら行動し，やりたいことを見つけて

がむしゃらに行動し続けると，将来きっといろ

んな場面で活きてきます。 

・大学時代は 4 年間と長く，自由に学べてなんと

なく過ごしてしまいがちですが，その後の社会

人生活の基盤を作る貴重な時期だと思いますし，

こんなに自分のために時間を使えるときはもう

二度とないと思うので，楽しみながらも貪欲に

勉強してほしいと強く思います。 

・何を成し遂げたか自信をもって言える学生生活

を送って欲しい。， 

・留学や実習やインターンシップにしても，事前

にどれだけ入念に準備するかが肝要だと思いま

す。「参加した」という事実にとらわれるのでは

なく，中身のある学習をするための準備をして

ほしいです。 

・大学での授業だけでなく，アルバイトやボラン

ティア活動で交友関係を広げることで，視野を

広げることができると思います。 

・人とコミュニケーションをとること，特に書き

言葉と読み言葉での両方のコミュニケーション

をとることを勧めます。 

・当然と言えば当然ですが，広大生は賢い人が多

いです。そういう友人たちとの繋がりは大切に

してください。きっとあなたの人生にプラスに

なります。 

・海外留学を薦めます。今でもしたいです。 

・授業にはきちんと出席し，講義を受けた方がよ

い。単位は余裕をもって取得する。卒業や，資

格・免許に必要な単位数を早めに計算し，最後

に焦らないように。サークル活動には参加した

方がよい。学部の違う学生との交流は，社会人

になった後も貴重な経験となった。学生時代に

しかできないこと(留学・ボランティア・アルバ

イトなど)には積極的に参加を。広大には，学生

に向けた色々な支援や施設が多くあるので，無

駄にしないようしっかり活用してほしい。現在，

在学生は多くの専門的な知識を学んでいると思

われるが，それが直接就職や将来設計につなが

るものになる人は多くないと考える(つながる
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レベルまで学べる人はそうそういない)。実際，

教育学部卒業の私も，教育業界からは 1 年たら

ずで離れることになった。そのため，どこに行

っても通用する能力の形成を強くおすすめする。

具体的には，特に専門外の分野における知識の

獲得，目上の人との交流，自身の思考の言語化

等が挙げられる。簡単に言えば，常に新しいこ

とに挑戦して，試行錯誤を繰り返そうというこ

とだ。学生というのは自由で柔軟なように見え

て，その無知故に同世代のコミュニティに固ま

りがちで，専門外の話には疎く，結果としてコ

ミュニケーション能力不足になりがちだと，自

身の経験から考えている。しかし上記の通り，
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の書物の数は圧倒的なので本をもっと読むべき

でした。 

・自分の興味ある分野は，とにかく挑戦した方が

いいと思う。社会人になると，時間的な余裕が

なくなってしまうので。 

 

法学部 

・よく学びよく遊べ 

・自分は在学中にすでに働いていたのでサークル

やアルバイトをすることはなかったけど，大学

の勉強はもちろんサークルやアルバイトは社会

人になった時役立つと思う。 

・取得できる資格はできるだけ取っておいた方が

良い。私は教員免許をまったく考えておらず取

らなかったが，大学を出て教育に携わるように

なったから。 

・大学生活は自由な分，悩んだり迷うこともある

と思うので，そんな時は 1 人でかかえこみすぎ

ず，信頼できる周囲の人に相談したり，頼った

り，学生支援サービスを利用することも，大切

だと思います。 

・人との出会い，その人達と濃い時間を過ごして

欲しい。自分の好きな事を思いっきり好きなよ

うにやって欲しい。大学を自分なりに楽しんで

欲しい。 

 

経済学部 
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就職か，どこに就職するかを真剣に考えてほし

い。大学での講義やガイダンスでも，人生の選

択について材料となる話題を提供してほしい。 

・時間があるので，様々な種類のアルバイトをし

たり，サークルに入ったり旅行したりと経験値

を増やすことも将来役に立つと思います。 



卒業生から後輩に伝えたいこと 

－6－ 
 

解放され，夢の大学生活が始まると思います。

様々な交遊関係が広がり，アルバイトやサーク

ル，一人暮らし等をして，生活環境が変わり新

しい情報も次々と入ってくると思います。そう

言った中で，思う存分キャンパスライフを楽し

んで頂くのは大前提として，授業や勉強が疎か

になってはいけないです。やはり，慣れてくる


